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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局によって実行されるワイヤレス通信のための方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）から、低減されたページングサイクルをサポートする前記ＵＥの能
力を受信することと、
　前記ＵＥとの低レイテンシベアラの確立、または前記ＵＥとの確立された低レイテンシ
ベアラ上の予想される送信アクティビティのうちの少なくとも１つに少なくとも部分的に
基づいて、低減されたページングサイクルをサポートする第１のタイプの前記ＵＥをペー
ジングするために、前記低減されたページングサイクルを使用することを決定することと
、前記低減されたページングサイクルが、前記低減されたページングサイクルをサポート
しない第２のタイプのＵＥとともに使用されるページングサイクルに対してより短い期間
を有する、
　前記低減されたページングサイクルに従って前記第１のタイプの前記ＵＥをページング
することとを備える、方法。
【請求項２】
　前記第１のタイプのＵＥとともに使用される前記低減されたページングサイクルよりも
長い期間を有する別のページングサイクルに従って、前記第２のタイプのＵＥをページン
グすることをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記低減されたページングサイクルを使用することを決定することが、モビリティ管理
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エンティティ（ＭＭＥ）によって実行される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＵＥから受信されたＵＥ能力情報に基づいて、前記第１のタイプの前記ＵＥが前記
低減されたページングサイクルをサポートすることが可能であると決定することをさらに
備える、または、
　前記低減されたページングサイクルを使用するために、前記第１のタイプの前記ＵＥか
ら要求を受信することをさらに備え、ここにおいて、前記低減されたページングサイクル
を使用することを決定することが、前記要求に少なくとも部分的に基づく、または、
　前記第１のタイプの前記ＵＥの識別情報を決定することをさらに備え、ここにおいて、
前記低減されたページングサイクルを使用することを決定することが、前記ＵＥから受信
された前記識別情報に少なくとも部分的に基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記低減されたページングサイクルを使用することを決定することは、１つまたは複数
のアクセスポイント名（ＡＰＮ）がアクティブであることに少なくとも部分的に基づく、
請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記低減されたページングサイクルを使用することを決定することが、前記第１のタイ
プの前記ＵＥの送信アクティビティまたはトラフィックのうちの少なくとも１つの履歴に
少なくとも部分的に基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のタイプの前記ＵＥをページングするとき、前記第１のタイプの前記ＵＥがラ
ンダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）プロシージャを実行するときに使用するためのＲＡ
ＣＨリソース識別子を与えることをさらに備える、または、
　前記第１のタイプの前記ＵＥをページングするとき、前記第１のタイプの前記ＵＥがア
ップリンク送信のために使用するための１つまたは複数のパラメータを与えることをさら
に備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　ユーザ機器（ＵＥ）によって実行されるワイヤレス通信の方法であって、
　基地局に、低減されたページングサイクルの使用をサポートする前記ＵＥの能力をシグ
ナリングすることと、前記低減されたページングサイクルが、前記低減されたページング
サイクルをサポートしないタイプのＵＥによって使用されるページングサイクルに対して
より短い期間を有する、
　基地局との低レイテンシベアラを確立することと、
　前記低減されたページングサイクルに従って、基地局からページを受信することとを備
える、方法。
【請求項９】
　前記低減されたページングサイクルの使用をサポートする前記ＵＥの前記能力をシグナ
リングすることが、少なくとも部分的に、前記基地局に、前記低減されたページングサイ
クルのサポートを示すＵＥ能力情報を送信することをさらに備える、請求項８に記載の方
法。
【請求項１０】
　前記低減されたページングサイクルの使用をサポートする前記ＵＥの前記能力をシグナ
リングすることが、少なくとも部分的に、前記基地局に、前記低減されたページングサイ
クルを使用するための要求を送信することをさらに備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記低減されたページングサイクルの使用をサポートする前記ＵＥの前記能力をシグナ
リングすることが、少なくとも部分的に、前記基地局に、前記ＵＥの識別子を送信するこ
とをさらに備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記低減されたページングサイクルの使用をサポートする前記ＵＥの前記能力をシグナ
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リングすることが、前記基地局に、前記低減されたページングサイクルに関連する１つま
たは複数のアクセスポイント名（ＡＰＮ）に属する１つまたは複数のベアラ上で送信する
ことをさらに備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ＵＥがランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）プロシージャを実行するときに使用
するためのＲＡＣＨリソース識別子を含むページを前記基地局から受信することをさらに
備える、または、前記ＵＥがアップリンク送信のために使用するための１つまたは複数の
パラメータを含むページを前記基地局から受信することをさらに備える、請求項８に記載
の方法。
【請求項１４】
　請求項１－７のうちのいずれか一項のステップを実行するように構成された手段を備え
るか、または請求項８－１３のうちのいずれか一項のステップを実行するように構成され
た手段を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１５】
　請求項１－７のうちのいずれか一項のステップを実行するように構成された、その上に
記憶された命令を有するか、または請求項８－１３のうちのいずれか一項のステップを実
行するように構成された、その上に記憶された命令を有するワイヤレス通信のための非一
時的コンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]本出願は、その全体が参照により本明細書に組み込まれる、２０１４年１２月９
日に出願された米国仮特許出願第６２／０８９，６６４号の利益を主張する、２０１５年
１２月８日に出願された米国出願第１４／９６２，４６８号の優先権を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示のいくつかの態様は、一般にワイヤレス通信システムに関し、より詳細に
は、そのようなシステムにアクセスするための拡張プロシージャに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージン
グ、ブロードキャストなどの様々な通信サービスを提供するために広く展開されている。
これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有することに
よって複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークであり得る。その
ような多元接続ネットワークの例としては、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク
、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワ
ーク、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、およびシングルキャリアＦＤＭＡ（Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ）ネットワークがある。
【０００４】
　[0004]ワイヤレス通信ネットワークは、いくつかのユーザ機器（ＵＥ）のための通信を
サポートすることができるいくつかの基地局を含み得る。ＵＥは、ダウンリンクおよびア
ップリンクを介して基地局と通信し得る。ダウンリンク（または順方向リンク）は基地局
からＵＥへの通信リンクを指し、アップリンク（または逆方向リンク）はＵＥから基地局
への通信リンクを指す。基地局は、ＵＥにダウンリンク上でデータおよび制御情報を送信
し得、および／またはＵＥからアップリンク上でデータおよび制御情報を受信し得る。
【０００５】
　[0005]基地局にアクセスするための現在のプロシージャは、ＵＥがアクセスを開始する
時間とＵＥが実際にアクセスを獲得する時間との間の比較的大きいレイテンシを伴う。こ
のレイテンシを低減することが望ましい。
【発明の概要】
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【０００６】
　[0006]本開示のいくつかの態様は、基地局によってシステム情報を伝達することを提供
する。本方法は、概して、エリア中のセルのグループの各セルに共通の第１のシステム情
報をブロードキャストすることと、セルのグループ中のセル間で変動し得る第２のシステ
ム情報をブロードキャストすることとを含み、ここにおいて、第２のシステム情報は、第
１のメッセージよりも頻繁にブロードキャストされる。
【０００７】
　[0007]本開示のいくつかの態様は、ユーザ機器（ＵＥ）によってシステム情報を取得す
るための方法を提供する。本方法は、概して、エリア中のセルのグループの各セルに共通
の第１のシステム情報のブロードキャストを受信することと、セルのグループ中のセル間
で変動し得る第２のシステム情報のブロードキャストを受信することとを含み、ここにお
いて、第２のシステム情報は、第１のシステム情報よりも頻繁にブロードキャストされる
。
【０００８】
　[0008]本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための方法を提供する。本方法は
、概して、低減されたページングサイクルをサポートする第１のタイプのユーザ機器（Ｕ
Ｅ）をページングするために、低減されたページングサイクルを使用することを決定する
ことと、低減されたページングサイクルが、低減されたページングサイクルをサポートし
ない第２のタイプのＵＥとともに使用されるページングサイクルに対してより短い期間を
有する、低減されたページングサイクルに従ってＵＥをページングすることとを含む。
【０００９】
　[0009]本開示のいくつかの態様は、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための
方法を提供する。本方法は、概して、低減されたページングサイクルの使用をサポートす
るＵＥの能力をシグナリングすることと、低減されたページングサイクルが、低減された
ページングサイクルをサポートしない第２のタイプのＵＥによって使用されるページング
サイクルに対してより短い期間を有する、低減されたページングサイクルに従って、基地
局からページを受信することとを含む。
【００１０】
　[0010]様々な他の態様は、上記で説明した動作を実行するための装置、システムおよび
コンピュータプログラム製品を提供する。本開示の様々な態様および特徴について以下で
さらに詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】[0011]本開示の態様が実施され得るワイヤレス通信ネットワークの一例を示す図
。
【図２】[0012]ワイヤレス通信ネットワークにおけるフレーム構造の一例を示す図。
【図２Ａ】[0013]ロングタームエボリューション（ＬＴＥ（登録商標））におけるアップ
リンクのための例示的なフォーマットを示す図。
【図３】[0014]本開示のいくつかの態様による、ワイヤレス通信ネットワーク中のユーザ
機器デバイス（ＵＥ）と通信している拡張ノードＢの一例を示す図。
【図４】[0015]本開示のいくつかの態様による、ティア化送信ＳＩＢスケジューリングの
一例を概念的に示す図。
【図５】[0016]本開示の態様による、ティア化様式でシステム情報を伝達するために基地
局によって実行され得る例示的な動作を示す図。
【図６】[0017]本開示の態様による、ティア化様式で伝達されるシステム情報を受信する
ためにユーザ機器によって実行され得る例示的な動作を示す図。
【図７】[0018]本開示の態様による、ＳＩＢのティア化送信の一例を示す図。
【図８】本開示の態様による、ＳＩＢのティア化送信の一例を示す図。
【図９】[0019]本開示の態様による、ＳＩＢのティア化送信の別の例を示す図。
【図１０】[0020]本開示の態様による、拡張ページングのために基地局によって実行され
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得る例示的な動作を示す図。
【図１１】[0021]本開示の態様による、拡張ページングのためにユーザ機器によって実行
され得る例示的な動作を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　[0022]本開示のいくつかの態様は、セルアクセスプロシージャのためのレイテンシの低
減を可能にし得る技法を提供する。ＬＴＥセルアクセスプロシージャにおけるレイテンシ
が低減され得る例示的なプロシージャは、セル獲得およびページングを含む。
【００１３】
　[0023]セル獲得は、概して、同期およびｅＮＢからシステム情報を獲得することを指す
。本開示の態様は、たとえば、ある共通システム情報は第１の周期で送信され、他のシス
テム情報はより高い頻度で送信される、システム情報を伝達することへのティア化(tiere
d)手法を提供し、それは、レイテンシを低減し得る。
【００１４】
　[0024]セルページングは、概して、ＵＥが決定された時間において周期的にＵＥに送ら
れるページングメッセージを監視するページングサイクルを伴う。本開示の態様はまた、
ページングプロシージャを向上させるための技法を提供し、それも、レイテンシを低減し
得る。
【００１５】
　[0025]本明細書で説明する技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ
－ＦＤＭＡおよび他のネットワークなど、様々なワイヤレス通信ネットワークのために使
用され得る。「ネットワーク」および「システム」という用語はしばしば互換的に使用さ
れる。ＣＤＭＡネットワークは、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universa
l Terrestrial Radio Access）、ｃｄｍａ２０００などの無線技術を実装し得る。ＵＴＲ
Ａは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他の変形態を含む。
ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５およびＩＳ－８５６規格をカバーする
。ＴＤＭＡネットワークは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標））
などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡネットワークは、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲ
Ａ：Evolved UTRA）、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１
１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、Ｉ
ＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商標）などの無線技術を実装し得る。
ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム
（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰ（登録商標）ロングタームエボリューション（ＬＴ
Ｅ）およびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新
しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ＡおよびＧ
ＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ：3rd Generation Partn
ership Project）と称する団体からの文書に記載されている。ｃｄｍａ２０００およびＵ
ＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２：3rd Generation P
artnership Project 2）と称する団体からの文書に記載されている。本明細書で説明する
技法は、上記のワイヤレスネットワークおよび無線技術、ならびに他のワイヤレスネット
ワークおよび無線技術に使用され得る。明快のために、本技法のいくつかの態様について
以下ではＬＴＥに関して説明し、以下の説明の大部分でＬＴＥ用語を使用する。
【００１６】
例示的なワイヤレスネットワーク
　[0026]図１に、本明細書で説明する技法が実施され得るワイヤレス通信ネットワーク１
００（たとえば、ＬＴＥネットワーク）を示す。たとえば、本技法は、ＵＥ１２０がｅＮ
Ｂ１１０とともに様々なアクセスプロシージャを実行するときのレイテンシを低減するた
めに利用され得る。
【００１７】
　[0027]ワイヤレスネットワーク１００は、いくつかの発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１１０
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と他のネットワークエンティティとを含み得る。ｅＮＢは、ユーザ機器デバイス（ＵＥ）
と通信する局であり得、基地局、ノードＢ、アクセスポイントなどと呼ばれることもある
。各ｅＮＢ１１０は、特定の地理的エリアに通信カバレージを与え得る。「セル」という
用語は、この用語が使用されるコンテキストに応じて、ｅＮＢのカバレージエリアおよび
／またはこのカバレージエリアをサービスしているｅＮＢサブシステムを指すことがある
。
【００１８】
　[0028]ｅＮＢは、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプの
セルに通信カバレージを与え得る。マクロセルは、比較的大きい地理的エリア（たとえば
、半径数キロメートル）をカバーし得、サービスに加入しているＵＥによる無制限アクセ
スを可能にし得る。ピコセルは、比較的小さい地理的エリアをカバーし得、サービスに加
入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。フェムトセルは、比較的小さい地
理的エリア（たとえば、自宅）をカバーし得、フェムトセルとの関連を有するＵＥ（たと
えば、限定加入者グループ（ＣＳＧ：Closed Subscriber Group）中のＵＥ、自宅内のユ
ーザのためのＵＥなど）による制限付きアクセスを可能にし得る。マクロセルのためのｅ
ＮＢはマクロｅＮＢと呼ばれることがある。ピコセルのためのｅＮＢはピコｅＮＢと呼ば
れることがある。フェムトセルのためのｅＮＢはフェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢと呼
ばれることがある。図１に示されている例では、ｅＮＢ１１０ａ、１１０ｂ、および１１
０ｃは、それぞれマクロセル１０２ａ、１０２ｂ、および１０２ｃのためのマクロｅＮＢ
であり得る。ｅＮＢ１１０ｘは、ピコセル１０２ｘのためのピコｅＮＢであり得る。ｅＮ
Ｂ１１０ｙおよび１１０ｚは、それぞれフェムトセル１０２ｙおよび１０２ｚのためのフ
ェムトｅＮＢであり得る。ｅＮＢは、１つまたは複数の（たとえば、３つの）セルをサポ
ートし得る。
【００１９】
　[0029]ワイヤレスネットワーク１００はまた、中継局を含み得る。中継局は、上流局（
たとえば、ｅＮＢまたはＵＥ）からデータおよび／または他の情報の送信を受信し、その
データおよび／または他の情報の送信を下流局（たとえば、ＵＥまたはｅＮＢ）に送る局
である。中継局はまた、他のＵＥに対する送信を中継するＵＥであり得る。図１に示され
た例では、中継局１１０ｒは、ｅＮＢ１１０ａとＵＥ１２０ｒとの間の通信を可能にする
ために、ｅＮＢ１１０ａおよびＵＥ１２０ｒと通信し得る。中継局は、リレーｅＮＢ、リ
レーなどと呼ばれることもある。
【００２０】
　[0030]ワイヤレスネットワーク１００は、様々なタイプのｅＮＢ、たとえば、マクロｅ
ＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リレーなどを含む異種ネットワークであり得る。こ
れらの異なるタイプのｅＮＢは、異なる送信電力レベル、異なるカバレージエリア、およ
びワイヤレスネットワーク１００における干渉に対する異なる影響を有し得る。たとえば
、マクロｅＮＢは、高い送信電力レベル（たとえば、２０ワット）を有し得るが、ピコｅ
ＮＢ、フェムトｅＮＢ、およびリレーは、より低い送信電力レベル（たとえば、１ワット
）を有し得る。
【００２１】
　[0031]ワイヤレスネットワーク１００は同期動作または非同期動作をサポートし得る。
同期動作の場合、ｅＮＢは同様のフレームタイミングを有し得、異なるｅＮＢからの送信
は近似的に時間的に整合され得る。非同期動作の場合、ｅＮＢは異なるフレームタイミン
グを有し得、異なるｅＮＢからの送信は時間的に整合されないことがある。本明細書で説
明する技法は、同期動作と非同期動作の両方のために使用され得る。
【００２２】
　[0032]ネットワークコントローラ１３０は、ｅＮＢのセットに結合し、これらのｅＮＢ
の協調および制御を行い得る。ネットワークコントローラ１３０は、バックホールを介し
てｅＮＢ１１０と通信し得る。ｅＮＢ１１０はまた、たとえば、ワイヤレスバックホール
またはワイヤラインバックホールを介して直接または間接的に互いに通信し得る。
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【００２３】
　[0033]ＵＥ１２０は、ワイヤレスネットワーク１００全体にわたって分散され得、各Ｕ
Ｅは固定式または移動可能であり得る。ＵＥは、端末、移動局、加入者ユニット、局など
と呼ばれることもある。ＵＥは、セルラーフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレス
モデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、ラップトップコンピュータ、
コードレスフォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、タブレットなどであり得る
。ＵＥは、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リレーなどと通信することが可
能であり得る。図１において、両矢印付きの実線は、ダウンリンクおよび／またはアップ
リンク上での、ＵＥと、そのＵＥをサービスするように指定されたｅＮＢであるサービン
グｅＮＢとの間の所望の送信を示す。両矢印付きの破線は、ＵＥとｅＮＢとの間の干渉す
る送信を示す。
【００２４】
　[0034]ＬＴＥは、ダウンリンク上では直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）を利用し、ア
ップリンク上ではシングルキャリア周波数分割多重化（ＳＣ－ＦＤＭ）を利用する。ＯＦ
ＤＭおよびＳＣ－ＦＤＭは、システム帯域幅を、一般にトーン、ビンなどとも呼ばれる複
数（Ｋ）個の直交サブキャリアに区分する。各サブキャリアはデータで変調され得る。概
して、変調シンボルは、ＯＦＤＭでは周波数領域で、ＳＣ－ＦＤＭでは時間領域で送られ
る。隣接するサブキャリア間の間隔は固定であり得、サブキャリアの総数（Ｋ）はシステ
ム帯域幅に依存し得る。たとえば、Ｋは、１．２５、２．５、５、１０、または２０メガ
ヘルツ（ＭＨｚ）のシステム帯域幅に対してそれぞれ１２８、２５６、５１２、１０２４
、または２０４８に等しくなり得る。システム帯域幅はまた、サブバンドに区分され得る
。たとえば、サブバンドは１．０８ＭＨｚをカバーし得、１．２５、２．５、５、１０、
または２０ＭＨｚのシステム帯域幅に対してそれぞれ１、２、４、８、または１６個のサ
ブバンドがあり得る。
【００２５】
　[0035]ＵＥは、複数のｅＮＢのカバレージ内にあり得る。これらのｅＮＢのうちの１つ
が、そのＵＥをサービスするために選択され得る。サービングｅＮＢは、たとえば、受信
電力、受信品質、経路損失、信号対雑音比（ＳＮＲ：signal-to-noise ratio）など、様
々な基準に基づいて選択され得る。
【００２６】
　[0036]ＵＥは、ＵＥが１つまたは複数の干渉ｅＮＢからの高い干渉を観測し得る支配的
干渉シナリオにおいて動作し得る。支配的干渉シナリオは、制限付き関連付けにより発生
し得る。たとえば、図１では、ＵＥ１２０ｙは、フェムトｅＮＢ１１０ｙに近接し得、ｅ
ＮＢ１１０ｙについて高い受信電力を有し得る。しかしながら、ＵＥ１２０ｙは、制限付
き関連付けによりフェムトｅＮＢ１１０ｙにアクセスすることができないことがあり、次
いで、（図１に示されているように）より低い受信電力をもつマクロｅＮＢ１１０ｃまた
は同じくより低い受信電力をもつフェムトｅＮＢ１１０ｚ（図１に図示せず）に接続し得
る。その場合、ＵＥ１２０ｙは、ダウンリンク上でフェムトｅＮＢ１１０ｙからの高い干
渉を観測し得、また、アップリンク上でｅＮＢ１１０ｙに高い干渉を引き起こし得る。
【００２７】
　[0037]支配的干渉シナリオはまた、範囲拡張により発生し得、これは、ＵＥが、ＵＥに
よって検出されたすべてのｅＮＢのうち、より低い経路損失とより低いＳＮＲとをもつｅ
ＮＢに接続するシナリオである。たとえば、図１では、ＵＥ１２０ｘは、マクロｅＮＢ１
１０ｂとピコｅＮＢ１１０ｘとを検出し得、ｅＮＢ１１０ｘについて、ｅＮＢ１１０ｂよ
りも低い受信電力を有し得る。とはいえ、ｅＮＢ１１０ｘの経路損失がマクロｅＮＢ１１
０ｂの経路損失よりも低い場合、ＵＥ１２０ｘは、ピコｅＮＢ１１０ｘに接続することが
望ましいことがある。これにより、ＵＥ１２０ｘの所与のデータレートに対してワイヤレ
スネットワークへの干渉が少なくなり得る。しかしながら、場合によっては、ピコｅＮＢ
１１０ｘのセル範囲拡張（ＣＲＥ：cell range expansion）領域中にある間にピコｅＮＢ
１１０ｘによってサービスされることは、多くの利益を与えないことがあり、事実上、サ
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ービス中断につながり得る。本開示のいくつかの態様によれば、ＵＥ１２０ｘは、高ドッ
プラー、高相対的タイミング／周波数オフセット、処理制限、および低バッテリー電力を
含むいくつかの条件を検出したことに応答して、ピコｅＮＢ１１０ｘによってサービスさ
れることを回避し得る。これらの態様について、以下で詳細に説明する。
【００２８】
　[0038]一態様では、支配的干渉シナリオにおける通信は、異なる周波数帯域上で異なる
ｅＮＢを動作させることによってサポートされ得る。周波数帯域は、通信のために使用さ
れ得る周波数範囲であり、（ｉ）中心周波数および帯域幅、または（ｉｉ）周波数の下限
および周波数の上限によって与えられ得る。周波数帯域は、帯域、周波数チャネルなどと
呼ばれることもある。異なるｅＮＢのための周波数帯域は、強いｅＮＢがそれのＵＥと通
信することを可能にしながら、ＵＥが支配的干渉シナリオにおいてより弱いｅＮＢと通信
することができるように選択され得る。ｅＮＢは、ＵＥにおいて受信されるｅＮＢからの
信号の相対受信電力に基づいて（たとえば、ｅＮＢの送信電力レベルには基づかずに）「
弱い」ｅＮＢまたは「強い」ｅＮＢとして分類され得る。
【００２９】
　[0039]図２に、ＬＴＥにおいて使用されるフレーム構造を示す。ダウンリンクの送信タ
イムラインは無線フレームの単位に区分され得る。各無線フレームは、所定の持続時間（
たとえば、１０ミリ秒（ｍｓ））を有し得、０～９のインデックスをもつ１０個のサブフ
レームに区分され得る。各サブフレームは２つのスロットを含み得る。したがって、各無
線フレームは、０～１９のインデックスをもつ２０個のスロットを含み得る。各スロット
は、Ｌ個のシンボル期間、たとえば、（図２に示されているように）ノーマルサイクリッ
クプレフィックスの場合はＬ＝７個のシンボル期間、または拡張サイクリックプレフィッ
クスの場合はＬ＝６個のシンボル期間を含み得る。各サブフレーム中の２Ｌ個のシンボル
期間は０～２Ｌ－１のインデックスを割り当てられ得る。利用可能な時間周波数リソース
はリソースブロックに区分され得る。各リソースブロックは、１つのスロット中でＮ個の
サブキャリア（たとえば、１２個のサブキャリア）をカバーし得る。
【００３０】
　[0040]ＬＴＥでは、ｅＮＢは、ｅＮＢ中の各セルについて１次同期信号（ＰＳＳ：prim
ary synchronization signal）と２次同期信号（ＳＳＳ：secondary synchronization si
gnal）とを送り得る。１次同期信号および２次同期信号は、図２に示すように、それぞれ
、ノーマルサイクリックプレフィックス（ＣＰ）をもつ各無線フレームのサブフレーム０
および５の各々中のシンボル期間６および５中で送られ得る。同期信号は、セル検出およ
び獲得のためにＵＥによって使用され得る。ｅＮＢは、サブフレーム０のスロット１中の
シンボル期間０～３中で物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ：Physical Broadcast
 Channel）を送り得る。ＰＢＣＨはあるシステム情報を搬送し得る。
【００３１】
　[0041]ｅＮＢは、図２に示されているように、各サブフレームの最初のシンボル期間中
で物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ：Physical Control Forma
t Indicator Channel）を送り得る。ＰＣＦＩＣＨは、制御チャネルのために使用される
シンボル期間の数（Ｍ個）を搬送し得、ここで、Ｍは、１、２または３に等しくなり得、
サブフレームごとに変化し得る。Ｍはまた、たとえば、リソースブロックが１０個未満で
ある、小さいシステム帯域幅では４に等しくすることができる。ｅＮＢは、各サブフレー
ムの最初のＭ個のシンボル期間中で物理ＨＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ：Ph
ysical HARQ Indicator Channel）と物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：Physi
cal Downlink Control Channel）とを送り得る（図２に図示せず）。ＰＨＩＣＨは、ハイ
ブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ：hybrid automatic repeat request）をサポートする
ための情報を搬送し得る。ＰＤＣＣＨは、ＵＥのためのリソース割振りに関する情報と、
ダウンリンクチャネルのための制御情報とを搬送し得る。ｅＮＢは、各サブフレームの残
りのシンボル期間において物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：Physical Downl
ink Shared Channel）を送り得る。ＰＤＳＣＨは、ダウンリンク上でのデータ送信のため
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にスケジュールされたＵＥのためのデータを搬送し得る。
【００３２】
　[0042]ｅＮＢは、ｅＮＢによって使用されるシステム帯域幅の中心１．０８ＭＨｚにお
いてＰＳＳ、ＳＳＳ、およびＰＢＣＨを送り得る。ｅＮＢは、これらのチャネルが送られ
る各シンボル期間においてシステム帯域幅全体にわたってＰＣＦＩＣＨおよびＰＨＩＣＨ
を送り得る。ｅＮＢは、システム帯域幅のいくつかの部分においてＵＥのグループにＰＤ
ＣＣＨを送り得る。ｅＮＢは、システム帯域幅の特定の部分において特定のＵＥにＰＤＳ
ＣＨを送り得る。ｅＮＢは、すべてのＵＥにブロードキャスト方式でＰＳＳ、ＳＳＳ、Ｐ
ＢＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、およびＰＨＩＣＨを送り得、特定のＵＥにユニキャスト方式でＰ
ＤＣＣＨを送り得、また特定のＵＥにユニキャスト方式でＰＤＳＣＨを送り得る。
【００３３】
　[0043]各シンボル期間においていくつかのリソース要素が利用可能であり得る。各リソ
ース要素（ＲＥ：resource element）は、１つのシンボル期間において１つのサブキャリ
アをカバーし得、実数値または複素数値であり得る１つの変調シンボルを送るために使用
され得る。各シンボル期間において基準信号のために使用されないリソース要素は、リソ
ース要素グループ（ＲＥＧ：resource element group）中に配置され得る。各ＲＥＧは１
つのシンボル期間において４つのリソース要素を含み得る。ＰＣＦＩＣＨは、シンボル期
間０において、周波数にわたってほぼ等しく離間され得る、４つのＲＥＧを占有し得る。
ＰＨＩＣＨは、１つまたは複数の構成可能なシンボル期間において、周波数にわたって拡
散され得る、３つのＲＥＧを占有し得る。たとえば、ＰＨＩＣＨ用の３つのＲＥＧは、す
べてシンボル期間０中に属し得るか、またはシンボル期間０、１および２中で拡散され得
る。ＰＤＣＣＨは、たとえば、最初のＭ個のシンボル期間において、利用可能なＲＥＧか
ら選択され得る、９個、１８個、３６個、または７２個のＲＥＧを占有し得る。ＲＥＧの
いくつかの組合せのみがＰＤＣＣＨに対して可能にされ得る。
【００３４】
　[0044]ＵＥは、ＰＨＩＣＨおよびＰＣＦＩＣＨのために使用される特定のＲＥＧを知り
得る。ＵＥは、ＰＤＣＣＨのためのＲＥＧの様々な組合せを探索し得る。探索すべき組合
せの数は、一般に、ＰＤＣＣＨに対して可能にされる組合せの数よりも少ない。ｅＮＢは
、ＵＥが探索することになる組合せのいずれかにおいてＵＥにＰＤＣＣＨを送り得る。
【００３５】
　[0045]図２Ａに、ＬＴＥにおけるアップリンクのための例示的なフォーマット２００Ａ
を示す。アップリンクのための利用可能なリソースブロックは、データセクションと制御
セクションとに区分され得る。制御セクションは、システム帯域幅の２つのエッジにおい
て形成され得、構成可能なサイズを有し得る。制御セクション中のリソースブロックは、
制御情報の送信のためにＵＥに割り当てられ得る。データセクションは、制御セクション
中に含まれないすべてのリソースブロックを含み得る。図２Ａの設計は、単一のＵＥがデ
ータセクション中の連続サブキャリアのすべてを割り当てられることを可能にし得る、連
続サブキャリアを含むデータセクションを生じる。
【００３６】
　[0046]ＵＥは、ｅＮＢに制御情報を送信するために、制御セクション中のリソースブロ
ックを割り当てられ得る。ＵＥは、ノードＢにデータを送信するために、データセクショ
ン中のリソースブロックをも割り当てられ得る。ＵＥは、制御セクション中の割り当てら
れたリソースブロック上の物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：Physical Uplin
k Control Channel）２１０ａ、２１０ｂ中で制御情報を送信し得る。ＵＥは、データセ
クション中の割り当てられたリソースブロック上の物理アップリンク共有チャネル（ＰＵ
ＳＣＨ：Physical Uplink Shared Channel）２２０ａ、２２０ｂ中でデータまたはデータ
と制御情報の両方を送信し得る。アップリンク送信は、サブフレームの両方のスロットに
わたり得、図２Ａに示されているように周波数上でホッピングし得る。
【００３７】
　[0047]図３に、図１の基地局／ｅＮＢのうちの１つであり得る基地局またはｅＮＢ１１
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０と、図１のＵＥのうちの１つであり得るＵＥ１２０との設計のブロック図を示す。ｅＮ
Ｂ１１０とＵＥ１２０とは、本明細書で説明する動作を実行するように構成され得る。た
とえば、図示のように、ｅＮＢ１１０は、ティア化様式でＵＥ１２０にシステム情報を伝
達するように構成され得る。以下でより詳細に説明するように、ティア化手法は、第１の
周期で（セルのグループに共通の）共通システム情報のセットを送信することと、より頻
繁にセル固有システム情報のセットを送信することとを伴い得る。
【００３８】
　[0048]制限付き関連付けシナリオの場合、ｅＮＢ１１０は図１のマクロｅＮＢ１１０ｃ
であり得、ＵＥ１２０はＵＥ１２０ｙであり得る。ｅＮＢ１１０はまた、何らかの他のタ
イプの基地局であり得る。ｅＮＢ１１０はＴ個のアンテナ３３４ａ～３３４ｔを装備し得
、ＵＥ１２０はＲ個のアンテナ３５２ａ～３５２ｒを装備し得、ここで、概してＴ≧１お
よびＲ≧１である。
【００３９】
　[0049]ｅＮＢ１１０において、送信プロセッサ３２０は、データソース３１２からデー
タを受信し、コントローラ／プロセッサ３４０から制御情報を受信し得る。制御情報は、
ＰＢＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨなどのためのものであり得る。データ
は、ＰＤＳＣＨなどのためのものであり得る。送信プロセッサ３２０は、データシンボル
および制御シンボルを取得するために、それぞれデータおよび制御情報を処理（たとえば
、符号化およびシンボルマッピング）し得る。送信プロセッサ３２０はまた、たとえば、
ＰＳＳ、ＳＳＳ、およびセル固有基準信号のための基準シンボルを生成し得る。送信（Ｔ
Ｘ）多入力多出力（ＭＩＭＯ）プロセッサ３３０は、適用可能な場合、データシンボル、
制御シンボル、および／または基準シンボルに対して空間処理（たとえば、プリコーディ
ング）を実行し得、Ｔ個の出力シンボルストリームをＴ個の変調器（ＭＯＤ）３３２ａ～
３３２ｔに与え得る。各変調器３３２は、出力サンプルストリームを取得するために、（
たとえば、ＯＦＤＭなどのために）それぞれの出力シンボルストリームを処理し得る。各
変調器３３２はさらに、ダウンリンク信号を取得するために、出力サンプルストリームを
処理（たとえば、アナログへの変換、増幅、フィルタ処理、およびアップコンバート）し
得る。変調器３３２ａ～３３２ｔからのＴ個のダウンリンク信号は、それぞれＴ個のアン
テナ３３４ａ～３３４ｔを介して送信され得る。
【００４０】
　[0050]ＵＥ１２０において、アンテナ３５２ａ～３５２ｒが、ｅＮＢ１１０からダウン
リンク信号を受信し得、受信信号をそれぞれ復調器（ＤＥＭＯＤ）３５４ａ～３５４ｒに
与え得る。各復調器３５４は、入力サンプルを取得するために、それぞれの受信信号を調
整（たとえば、フィルタ処理、増幅、ダウンコンバート、およびデジタル化）し得る。各
復調器３５４はさらに、受信シンボルを取得するために、（たとえば、ＯＦＤＭなどのた
めに）入力サンプルを処理し得る。ＭＩＭＯ検出器３５６は、Ｒ個の復調器３５４ａ～３
５４ｒのすべてから受信シンボルを取得し、適用可能な場合は受信シンボルに対してＭＩ
ＭＯ検出を実行し、検出シンボルを与え得る。受信プロセッサ３５８は、検出シンボルを
処理（たとえば、復調、デインターリーブ、および復号）し、ＵＥ１２０のための復号さ
れたデータをデータシンク３６０に与え、復号された制御情報をコントローラ／プロセッ
サ３８０に与え得る。
【００４１】
　[0051]アップリンク上では、ＵＥ１２０において、送信プロセッサ３６４が、データソ
ース３６２から（たとえば、ＰＵＳＣＨのための）データを受信し、処理し得、コントロ
ーラ／プロセッサ３８０から（たとえば、ＰＵＣＣＨのための）制御情報を受信し、処理
し得る。送信プロセッサ３６４はまた、基準信号のための基準シンボルを生成し得る。送
信プロセッサ３６４からのシンボルは、適用可能な場合はＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ３６
６によってプリコーディングされ、さらに（たとえば、ＳＣ－ＦＤＭなどのために）変調
器３５４ａ～３５４ｒによって処理され、ｅＮＢ１１０に送信され得る。ｅＮＢ１１０に
おいて、ＵＥ１２０からのアップリンク信号は、アンテナ３３４によって受信され、復調
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器３３２によって処理され、適用可能な場合はＭＩＭＯ検出器３３６によって検出され、
ＵＥ１２０によって送られた復号されたデータと制御情報とを取得するために、受信プロ
セッサ３３８によってさらに処理され得る。受信プロセッサ３３８は、復号されたデータ
をデータシンク３３９に与え、復号された制御情報をコントローラ／プロセッサ３４０に
与え得る。
【００４２】
　[0052]コントローラ／プロセッサ３４０、３８０は、それぞれｅＮＢ１１０およびＵＥ
１２０における動作を指示し得る。ＵＥ１２０におけるコントローラ／プロセッサ３８０
ならびに／または他のプロセッサおよびモジュールは、本明細書で説明するように、図６
に示されている動作６００および／または図１１に示されている動作１１００、ならびに
／あるいはＥ－ＵＴＲＡＮのためのシステムアクセスを拡張するための技法のための他の
プロセスを実行または指示し得る。ｅＮＢ１１０におけるコントローラ／プロセッサ３４
０ならびに／または他のプロセッサおよびモジュールは、本明細書で説明するように、図
５に示されている動作５００および／または図１０に示されている動作１０００、ならび
に／あるいはＥ－ＵＴＲＡＮのためのシステムアクセスを拡張するための技法のための他
のプロセスを実行または指示し得る。メモリ３４２および３８２は、それぞれｅＮＢ１１
０およびＵＥ１２０のためのデータおよびプログラムコードを記憶し得る。スケジューラ
３４４は、ダウンリンクおよび／またはアップリンク上でのデータ送信のためにＵＥをス
ケジュールし得る。
【００４３】
拡張システムアクセス
　[0053]上述のように、本開示のいくつかの態様は、たとえば、同期およびシステム情報
を獲得するとき、システムアクセスレイテンシの低減を可能にし得る技法を提供する。本
開示のいくつかの態様は、ページングに関連するレイテンシの低減を可能にし得る。ペー
ジングプロシージャのそのような改善は、ＵＥが、アイドルモードから、たとえば、接続
モードへのより速い遷移を行うことを可能にし得る。
【００４４】
　[0054]いくつかの態様によれば、セル獲得中のレイテンシは、ＬＴＥシステムについて
現在５ｍｓである１次同期信号（ＰＳＳ）周期を５ｍｓ未満に低減することによって低減
され得る。セル探索中に（たとえば、電源投入の後）、ＵＥは、ｅＮＢによってブロード
キャストされるＰＳＳ信号を獲得することによって、セルラーネットワークを獲得し、そ
れと同期するように試みる。ＵＥは、次いで、２次同期信号（ＳＳＳ）シンボルがＰＳＳ
と同じサブフレーム中にあるがＰＳＳの前のシンボル中にあるので、ＰＳＳに基づいてＳ
ＳＳを獲得し得る。
【００４５】
　[0055]ＰＳＳは、現在、無線フレームの第１のサブフレーム（サブフレーム０）の第１
のタイムスロットの最後のＯＦＤＭシンボル中に配置され、サブフレーム５中で繰り返さ
れる。各サブフレームが１ｍｓであるので、ＰＳＳ／ＳＳＳの現在の送信時間間隔（ＴＴ
Ｉ）は５ｍｓである。このＰＳＳ／ＳＳＳ持続時間は、ＰＳＳ／ＳＳＳがより高い頻度で
ブロードキャストされるように低減され得る。１つのそのような低減された持続時間は、
２．５ｍｓのＰＳＳ／ＳＳＳのＴＴＩを含み得る。
【００４６】
　[0056]そのようなタイミングは、現在の（レガシー）タイミングとの後方互換性がある
ままで、セル獲得中にそのような低減されたレイテンシをサポートするＵＥが（５ｍｓ　
ＴＴＩを用いて送信されるＰＳＳを監視する）レガシーＵＥよりも速くＰＳＳ／ＳＳＳ信
号を取得することを可能にすることになる。同様に、この新しい周期でＰＳＳを送信する
ｅＮＢは、レガシーＵＥと後方互換性がある（およびレガシーＵＥによって検出可能であ
る）ままである。このＴＴＩ低減を可能にすることは、たとえば、ＰＨＹおよびＭＡＣタ
イミングをスケーリングすることによってまたはＬＴＥのために現在使用されるものとは
異なる全体的サブフレームタイミングを用いて達成され得る。
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【００４７】
　[0057]いくつかの態様では、マスタ情報ブロック（ＭＩＢ）周期を低減することによっ
てセルラー獲得中のレイテンシが低減され得る。セル獲得中に、ＵＥは、セルにキャンプ
オンするために必要な情報を獲得するために、ＭＩＢを検出し、読み取る。この情報は、
チャネル帯域幅情報、システムフレーム番号（ＳＦＮ）、および物理チャネルハイブリッ
ドＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）構成情報を含み得る。
【００４８】
　[0058]現在の実装形態では、新しいＭＩＢが、１０ｍｓの持続時間を有する無線フレー
ムごとにブロードキャストされ、それについて、４０ｍｓ周期で、ＳＦＮ　ｍｏｄ　４は
０に等しい。ＭＩＢのコピーが、１０ｍｓ周期で、無線フレームごとにブロードキャスト
される。このＭＩＢ周期は、新しいＭＩＢおよびＭＩＢのコピーがより高い頻度でブロー
ドキャストされ得るように低減され得る。１つのそのような低減された持続時間は、２０
ｍｓの新しいＭＩＢブロードキャスト周期と５ｍｓのＭＩＢのコピーの周期とを含み得る
。上記のＰＳＳ／ＳＳＳのための低減されたＴＴＩの場合と同様に、この低減された持続
時間は、ＰＨＹおよびＭＡＣタイミングをスケーリングすることによって、またはＬＴＥ
のために現在使用されるものとは異なる全体的サブフレームタイミングを用いて達成され
得る。
【００４９】
　[0059]セル獲得中にレイテンシを低減するための別のオプションは、ＭＩＢおよびシス
テム情報ブロック１（ＳＩＢ１）など、情報ブロックを１つのメッセージに組み合わせる
ことである。セル獲得中に、ＵＥは、ＳＩＢ１をも検出し、読み取る。ＳＩＢ１ブロード
キャストは、セルアクセスパラメータに関係するセル中のすべてのＵＥに共通の情報、な
らびに他のシステム情報ブロックのスケジューリングに関係する情報を含んでいる。現在
の実装形態では、ＳＩＢ１は、ＳＦＮ　ｍｏｄ　８が０に等しいＳＦＮのサブフレーム番
号５中でブロードキャストされる。ＳＩＢ１のコピーは、ＳＦＮ　ｍｏｄ　２が０に等し
いＳＦＮのサブフレーム番号５中で繰り返され得る。ＵＥがＳＩＢ１を受信するために必
要とされる時間を低減するために、ＳＩＢ１は、ＭＩＢと同じメッセージ中でブロードキ
ャストされ得る。
【００５０】
　[0060]同様にして、セル獲得中のレイテンシは、ＳＩＢ１およびシステム情報ブロック
２（ＳＩＢ２）を１つのメッセージに組み合わせることによって低減され得る。ＭＩＢ、
ＳＩＢ１およびＳＩＢ２は、ＵＥがセルを獲得し、キャンプオンするために必要とされ、
セル獲得中に、ＵＥはＳＩＢ２をも検出し、読み取る。ＳＩＢ２ブロードキャストは、ラ
ンダムアクセスチャネル関係パラメータ、アイドルモードページング構成、アップリンク
物理制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）およびアップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）構成な
ど、すべてのＵＥにとって共通である無線リソース構成情報を含んでいる。ＳＩＢ１は通
常スケジュールでブロードキャストされ、ＳＩＢ２は、ＳＩＢ１において記述されたスケ
ジュールでブロードキャストされる。ＵＥが、ＳＩＢ２タイミングを取得するためにＳＩ
Ｂ１を受信および復号し、次いでＳＩＢ２をリッスンするために、指定された時間の間待
たなければならないので、有意な時間の量が、ＳＩＢ１およびＳＩＢ２中に含まれている
情報を獲得することに費やされ得る。このレイテンシは、ＳＩＢ１メッセージとＳＩＢ２
メッセージとを組み合わせて単一の組み合わせられたメッセージにすることによって低減
され得る。
【００５１】
　[0061]上述のように、セル獲得中にレイテンシを低減するための別のオプションは、テ
ィア化様式でシステム情報を伝達することである。たとえば、図４に、ティア化ＳＩＢ送
信の一例４００を概念的に示す。図示の例に示されているように、共通（またはベース）
情報は、第１の周期で（たとえば、示されているように５つのサブフレームごとに）送信
され得、動的ＳＩＢ情報は、より頻繁に（たとえば、サブフレームごとに）送信され得る
。いくつかの場合には、共通ＳＩＢ情報は、ｅＮＢのセットに（たとえば、ネイバリング
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セルの定義されたセットのために）共通であり得、一方、動的情報は、各セルについて異
なり得る。
【００５２】
　[0062]ティア化ＳＩＢ送信のこの手法は、セル獲得中にレイテンシを低減するのを助け
得る。上述のように、現在、ＳＩＢ１ブロードキャストとＳＩＢ２ブロードキャストの両
方が、セル中のすべてのＵＥに共通の情報を含み得る。いくつかの態様では、ＳＩＢ１お
よびＳＩＢ２中に含まれている情報は、セルのエリアに共通の情報と個々のセルに固有の
情報とに分割され得る。
【００５３】
　[0063]セルエリアの集合に共通の情報は、半静的ベースＳＩＢ（たとえば、図４に示さ
れている共通ＳＩＢ）にグループ化され得、単一のセルに関連するものなど、セル固有情
報は、動的ＳＩＢ（たとえば、図４に示されている動的ＳＩＢ）にグループ化され得る。
トラッキングエリアリストと同様のリストが、共通ＳＩＢが有効であるエリアを識別する
ために使用され得る。セル単位動的ＳＩＢは、ベースＳＩＢよりも高い頻度でブロードキ
ャストされ得、セル固有情報とより高い頻度で変化する情報とを含み得る。たとえば、セ
ルＩＤおよびＳＩＢ自体のための値タグなど、いくつかの情報要素（ＩＥ）は、各セルに
ついて異なり得、動的ＳＩＢ中で適宜にブロードキャストされ得る。アクセスパラメータ
（ＰＲＡＣＨ）、最大ＵＥ電力、およびハンドオーバ構成など、他のＩＥは、セル固有で
あることも、そうでないこともあり得、事業者構成に応じて動的ＳＩＢ中でブロードキャ
ストされ得る。セルアクセスおよび無線リソース管理（ＲＲＭ：radio resource managem
ent）関係パラメータなど、セル固有でないが比較的頻繁に変化し得るいくつかのＩＥも
、ＵＥがこれらのＩＥを迅速に得ることが重要であるので、動的ＳＩＢ中に含まれ得る。
しかしながら、動的ＳＩＢは、現在のＳＩＢよりも頻繁に送信されるので、オーバーエア
タイムを低減するためにそれらのサイズを小さく保つことが望ましいことがあり、ＰＬＭ
Ｎ識別情報および帯域インジケータのようなｅＮＢ構成パラメータなど、セル固有でなく
、あまり頻繁に変化しないＩＥは、共通ＳＩＢ中でより適宜にブロードキャストされる。
また、初期セル獲得に関連する情報は、レイテンシが初期セル獲得のためにそれほど問題
ではないので、共通ＳＩＢ中でより適宜にブロードキャストされる。
【００５４】
　[0064]いくつかの場合には、ＵＥは、セルのエリアに共通の情報をキャッシュし、セル
再選択のために必要に応じて動的ＳＩＢを急速に獲得し得る。ＳＩＢのティア化送信の場
合、ＵＥはまた、ネットワーク全体のためのシステム情報またはネイバーセル情報を選択
的にキャッシュするように構成され得る。いくつかの場合には、ベースＳＩＢ中の情報の
ための有効な時間期間を示す値をもつ有効性タイマーが、ベースＳＩＢを用いてブロード
キャストされ、ベースＳＩＢ中の情報の全部または一部が満了されることを可能にし得る
。この残り時間は、ＴＴＩ単位またはミリ秒単位であり得る。
【００５５】
　[0065]図５に、本開示の態様による、ティア化様式でシステム情報を伝達するために基
地局によって実行され得る例示的な動作５００を示す。動作５００は、５０２において、
エリア中のセルのグループの各セルに共通の第１のシステム情報（たとえば、共通ＳＩＢ
）をブロードキャストすることによって開始する。５０４において、基地局は、グループ
中のセル間で変動し得る第２のシステム情報（たとえば、動的ＳＩＢ）をブロードキャス
トし、ここにおいて、第２のシステム情報が、第１のシステム情報よりも頻繁にブロード
キャストされる。
【００５６】
　[0066]図６に、本開示の態様による、ティア化様式で伝達されるシステム情報を取得す
るためにユーザ機器によって実行され得る例示的な動作６００を示す。言い換えれば、動
作６００は、図５に示されているｅＮＢ側動作５００と相補的なＵＥ側動作と見なされ得
る。
【００５７】
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　[0067]動作６００は、６０２において、セルのグループの各セルに共通の第１のシステ
ム情報のブロードキャストを受信することによって開始する。６０４において、ＵＥは、
グループ中のセル間で変動し得る第２のシステム情報を備える第２のブロードキャストメ
ッセージを受信し、ここにおいて、第２のシステム情報が、第１のシステム情報よりも頻
繁にブロードキャストされる。
【００５８】
　[0068]図７に、ＳＩＢメッセージのティア化送信のさらなる一例７００を概念的に示す
ブロック図を示す。図示の例では、共通エリア７００中のセルのグループ（セル７１０、
セル７２０、およびセル７３０）が、（共通ＳＩＢ７７０として伝達される）共通システ
ム情報のセットを共有する。言い換えれば、共通ＳＩＢ７７０は、エリア７００中の各セ
ルによってブロードキャストされ得る。いくつかの場合には、共通ＳＩＢ７７０は、より
大きいダイバーシティを可能にするために、たとえば、物理マルチキャストチャネル（Ｐ
ＭＣＨ）または同様の共有同期チャネル上で、マルチキャストされ得る。図示のように、
エリア７００は、トラッキングエリア（ＴＡ）と同様のネイバーセルのグループをカバー
し得る。しかしながら、従来のＴＡは大きすぎることがあり、したがって、共通ＳＩＢを
共有するセルのグループのための新しいタイプのエリアが定義され得る。
【００５９】
　[0069]セル間で変化し得る動的システム情報が、各セルによって共通システム情報より
も頻繁にブロードキャストされ得る。図示の例では、セル７１０、セル７２０、およびセ
ル７３０は、それらのそれぞれの動的ＳＩＢ（動的ＳＩＢ７４０／７５０／７６０）を共
通ＳＩＢ７７０よりも頻繁にブロードキャストし得る。ＵＥ７８０は、共通ＳＩＢ７７０
と動的ＳＩＢ７４０の両方を取得した後、セル７１０のためのシステム獲得を完了し得る
。
【００６０】
　[0070]いくつかの態様では、エリア７００中のセルのための初期獲得は、ＵＥ７８０が
共通ＳＩＢ７７０のブロードキャストを待つことを必要とし得るが、ＵＥ７８０は、この
情報をキャッシュし、それを、エリア７００内の別のセルに移動するときに獲得時間を低
減するために使用し得る。
【００６１】
　[0071]たとえば、図８に示されているように、ＵＥ７８０がセル７１０からセル７２０
に移動する場合、ＵＥ７８０は、共通ＳＩＢ７７０をすでにキャッシュしたので、（セル
７２０中でブロードキャストされる）動的ＳＩＢ７５０を取得する必要があるにすぎない
。いくつかの態様では、ＵＥ７８０は、たとえば、対応する有効性タイマーが満了したか
、またはＵＥ７８０が、システム情報が変化したという何らかの他の指示を受信するまで
、キャッシュされた情報を使用し得る。言い換えれば、ＵＥ７８０は、その情報が満了し
たとき、変化したとき、またはＵＥが、異なる共通ＳＩＢをもつ別のエリアに移動する場
合、共通ＳＩＢ情報を再び取得する必要があるにすぎないことがある。
【００６２】
　[0072]この後者の例は図９に示されており、ここで、ＵＥ７８０はエリア７００から新
しいエリア９００に移動する。この場合、ＵＥ７８０は、システム獲得を完了するために
、エリア９００のための共通システム情報（共通ＳＩＢ９７０）と、ＵＥ７８０が入った
特定のセルのための動的システム情報（それがセル９２０に入ると仮定すると、動的ＳＩ
Ｂ９５０）の両方を取得する必要があり得る。
【００６３】
　[0073]本明細書で説明するように、ＳＩＢのティア化送信は、ＵＥがＳＩＢ情報をキャ
ッシュすることとともに、ベースＳＩＢがより低い頻度で送られることを可能にし得る。
しかしながら、ベースＳＩＢブロードキャスト間の長い期間は、ＵＥが有効なキャッシュ
されたベースＳＩＢをもう有しない場合、初期セル獲得を遅くし得る。いくつかの態様で
は、ＵＥは、共通ＳＩＢから情報を獲得するために、ネットワークシステム情報を用いて
事前構成され、ネットワークを照会し得る。ベースＳＩＢが有効性タイマーの満了より前
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に変化する場合、たとえば、ページングメッセージを介したページングが、ＳＩＢ変化に
関してＵＥに通知するために使用され得る。ページは、各ティア、ベースＳＩＢまたは動
的ＳＩＢについて別個の値タグを含み得る。
【００６４】
　[0074]いくつかの態様では、セルアクセスプロシージャ中のレイテンシを低減すること
は、低減されたページングサイクルの使用を通して達成され得る。ページングは、ネット
ワークがＵＥのための情報を有することをネットワークがＵＥに通知することを可能にす
る。ＵＥは、アイドルモードにある間にページを監視し、関連するページを受信すると接
続モードに遷移し得る。たとえば、レガシーＵＥおよびデバイスは、３２０ｍｓページン
グサイクルを利用する。いくつかの態様によれば、ネットワークは、低減されたページン
グサイクルをサポートするように構成され得、低減されたページングサイクルの使用をサ
ポートするＵＥは、（たとえば、ＰＳＳ／ＳＳＳを介して）ネットワークを検出し、次い
で、そのネットワークが低減されたページングサイクルを使用することを要求し得る。代
替的に、低減されたページングサイクルを使用するという決定は、たとえば、基地局とＵ
Ｅとの間のトラフィックのタイプ（および／または量）、ネットワークＡＰＮ、またはＵ
Ｅによって使用されるランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）プロシージャリソース識別
子またはプリアンブルに基づき得る。
【００６５】
　[0075]図１０に、本開示の態様による、低減されたページングサイクルを用いたページ
ングのための例示的な動作１０００を示す。動作１０００は、１００２において、低減さ
れたページングサイクルをサポートする第１のタイプのユーザ機器（ＵＥ）をページング
するために、低減されたページングサイクルを使用することを決定することによって開始
し得、低減されたページングサイクルは、低減されたページングサイクルをサポートしな
い第２のタイプのＵＥとともに使用されるページングサイクルに対してより短い期間を有
する。１００４において、低減されたページングサイクルに従ってＵＥをページングする
こと。１００６において、第１のタイプのＵＥとともに使用される低減されたページング
サイクルよりも長い期間を有する別のページングサイクルに従って、第２のタイプのＵＥ
をページングすること。
【００６６】
　[0076]図１１に、本開示の態様による、低減されたページングサイクルを用いたページ
ングを監視するためにユーザ機器によって実行され得る例示的な動作１１００を示す。言
い換えれば、動作１１００は、図１０に示されているｅＮＢ側動作１０００と相補的なＵ
Ｅ側動作と見なされ得る。
【００６７】
　[0077]動作１１００は、１１１２において、低減されたページングサイクルの使用をサ
ポートするＵＥの能力をシグナリングすることによって開始し得、低減されたページング
サイクルは、低減されたページングサイクルをサポートしない第２のタイプのＵＥによっ
て使用されるページングサイクルに対してより短い期間を有する。１１０４において、ユ
ーザ機器は、基地局との低レイテンシベアラを確立する。１１０６において、ユーザ機器
は、低減されたページングサイクルに従って、基地局からページを受信する。
【００６８】
　[0078]いくつかの場合には、レガシーデバイスとの後方互換性を維持し、さらに低レイ
テンシトラフィックを可能にするために、より短いページングサイクルがＵＥまたはアプ
リケーションに基づいて可能にされ得る。たとえば、モビリティ管理エンティティ（ＭＭ
Ｅ）など、ネットワーク要素は、ＵＥ識別情報、またはより短いページングサイクルにつ
いてのＵＥ要求に基づいて、より短いページングサイクルを使用することを決定（determ
ine）または決定（decide）し得る。別の例として、ＵＥは、たとえば、ＵＥ能力情報要
素（ＩＥ）中によって、より短いページングサイクルをサポートするそれの能力を示し得
る。ＵＥはまた、ＵＥが低レイテンシトラフィックを有するとき、またはＵＥが、たとえ
ば、バッテリー寿命が問題でないとき、より短いページングサイクルを監視するためのリ
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ソースを有するとき、非アクセス層（ＮＡＳ）プロトコルを介してより短いページングサ
イクルを要求し得る。
【００６９】
　[0079]いくつかの場合には、ＭＭＥ、または他のネットワーク要素は、ＵＥアクティビ
ティ、要求、またはトラフィックの履歴を保持し、この履歴に基づいてより短いページン
グサイクルを使用することを決定し得る。この決定は、たとえば、低レイテンシベアラの
確立時、またはネットワークがベアラ上で低レイテンシアクティビティを予想するとき、
接続モードにおいてベアラごとに行われ得る。より短いページングサイクルを使用すると
いう決定は、あるアクセスポイント名（ＡＰＮ）がアクティブである（すなわち、ＡＰＮ
に属するベアラが確立される）かどうかに基づき得、ここで、ＡＰＮは、より低いレイテ
ンシ動作に関連し、より短いページングサイクルが仮定され得る。ＲＡＣＨリソース識別
子および／または（たとえば、ＰＵＳＣＨのために使用すべきリソースブロックを識別す
る）ＰＵＳＣＨパラメータのための識別子など、１つまたは複数のパラメータも、（たと
えば、競合を回避することによって）接続モードへのより速い遷移を可能にするために、
ページング中に含まれ得る。
【００７０】
　[0080]上記で説明した方法の様々な動作は、対応する機能を実行することが可能な任意
の好適な手段によって実行され得る。それらの手段は、限定はしないが、回路、特定用途
向け集積回路（ＡＳＩＣ）、またはプロセッサを含む、様々な（１つまたは複数の）ハー
ドウェアおよび／またはソフトウェア構成要素および／またはモジュールを含み得る。
【００７１】
　[0081]取得する（たとえば、受信する）ための手段は、図３に示されている受信機（た
とえば、復調器３３２および３５４）ならびに／または（１つまたは複数の）アンテナ３
３４および３５２を備え得る。送信するための手段、ブロードキャストするための手段、
出力するための手段、およびページングするための手段は、図３に示されている送信機（
たとえば、変調器３３２および３５４）ならびに／または（１つまたは複数の）アンテナ
３３４および３５２を備え得る。
【００７２】
　[0082]生成するための手段、検出するための手段、決定するための手段、取得するため
の手段、選択するための手段、調整するための手段、処理するための手段、キャッシュす
るための手段、利用するための手段、ブロードキャストするための手段、確立するための
手段、シグナリングするための手段、および／または与えるための手段は、図３に描かれ
ているプロセッサ３２０、３４０、３３８、３５８、３８０、および３６４など、１つま
たは複数のプロセッサを含み得る処理システムを含み得る。
【００７３】
　[0083]いくつかの場合には、フレームを実際に送信するのではなく、デバイスは、送信
のためにフレームを出力するためのインターフェースを有し得る。たとえば、プロセッサ
は、バスインターフェースを介して、送信のために無線周波数（ＲＦ）フロントエンドに
フレームを出力し得る。同様に、フレームを実際に受信するのではなく、デバイスが、別
のデバイスから受信されたフレームを取得するためのインターフェースを有し得る。たと
えば、プロセッサは、バスインターフェースを介して、受信のためにＲＦフロントエンド
からフレームを取得（または受信）し得る。
【００７４】
　[0084]情報および信号は多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得るこ
とを、当業者は理解されよう。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ
、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁
波、磁界または磁性粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって
表され得る。
【００７５】
　[0085]さらに、本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュ
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ール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフトウ
ェア、または両方の組合せとして実装され得ることを、当業者は諒解されよう。ハードウ
ェアとソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な構成要素、ブロッ
ク、モジュール、回路、およびステップについて、上記では概してそれらの機能に関して
説明した。そのような機能がハードウェアとして実装されるか、ソフトウェアとして実装
されるかは、特定の適用例および全体的なシステムに課される設計制約に依存する。当業
者は、説明した機能を特定の適用例ごとに様々な方法で実装し得るが、そのような実装の
決定は、本開示の範囲からの逸脱を生じるものと解釈されるべきではない。
【００７６】
　[0086]本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール、お
よび回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回
路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログ
ラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素
、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せを
用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代
替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントロー
ラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合
せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、Ｄ
ＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのよう
な構成として実装され得る。
【００７７】
　[0087]本明細書の開示に関して説明した方法またはアルゴリズムのステップは、直接ハ
ードウェアで実施されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで実
施されるか、またはその２つの組合せで実施され得る。ソフトウェアモジュールは、ＲＡ
Ｍメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商
標）メモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または
当技術分野で知られている任意の他の形態の記憶媒体中に常駐し得る。例示的な記憶媒体
は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、および／または記憶媒体に情報を書き込
むことができるように、プロセッサに結合される。代替として、記憶媒体はプロセッサと
一体であり得る。プロセッサおよび記憶媒体はＡＳＩＣ中に存在し得る。ＡＳＩＣはユー
ザ端末中に存在し得る。代替として、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末中に個別
構成要素として存在し得る。
【００７８】
　[0088]本明細書で開示した方法は、説明した方法を達成するための１つまたは複数のス
テップまたはアクションを備える。本方法のステップおよび／またはアクションは、特許
請求の範囲から逸脱することなく互いに交換され得る。言い換えれば、ステップまたはア
クションの特定の順序が指定されない限り、特定のステップおよび／またはアクションの
順序および／または使用は、特許請求の範囲から逸脱することなく変更され得る。
【００７９】
　[0089]１つまたは複数の例示的な設計では、説明した機能は、ハードウェア、ソフトウ
ェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実
装される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体
上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ
可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意
の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、汎用または
専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定では
なく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、Ｃ
Ｄ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ス
トレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコード手段
を搬送または記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュータ、または汎用も
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しくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることができる
。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェ
アが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳ
Ｌ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブ
サイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファ
イバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などの
ワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）および
ディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商
標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロ
ッピー（登録商標）ディスク（disk）およびｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc
）を含み、ここで、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（di
sc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の
範囲内に含まれるべきである。
【００８０】
　[0090]本明細書で使用する、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」を指す句は、単
一のメンバーを含む、それらの項目の任意の組合せを指す。一例として、「ａ、ｂ、また
はｃのうちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－ｃ、ｂ－ｃ、およびａ－ｂ
－ｃ、ならびに複数の同じ要素をもつ任意の組合せ（たとえば、ａ－ａ、ａ－ａ－ａ、ａ
－ａ－ｂ、ａ－ａ－ｃ、ａ－ｂ－ｂ、ａ－ｃ－ｃ、ｂ－ｂ、ｂ－ｂ－ｂ、ｂ－ｂ－ｃ、ｃ
－ｃ、およびｃ－ｃ－ｃ、またはａ、ｂ、およびｃの任意の他の順序）を包含するものと
する。本開示についての以上の説明は、いかなる当業者も本開示を作成または使用するこ
とができるように与えたものである。本開示への様々な修正は当業者には容易に明らかに
なり、本明細書で定義された一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく
他の変形形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計
に限定されるものではなく、本明細書で開示した原理および新規の特徴に合致する最も広
い範囲を与えられるべきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　低減されたページングサイクルをサポートする第１のタイプのユーザ機器（ＵＥ）をペ
ージングするために、前記低減されたページングサイクルを使用することを決定すること
と、前記低減されたページングサイクルが、前記低減されたページングサイクルをサポー
トしない第２のタイプのＵＥとともに使用されるページングサイクルに対してより短い期
間を有する、
　前記低減されたページングサイクルに従って前記第１のタイプの前記ＵＥをページング
することとを備える、方法。
［Ｃ２］
　前記第１のタイプのＵＥとともに使用される前記低減されたページングサイクルよりも
長い期間を有する別のページングサイクルに従って、前記第２のタイプのＵＥをページン
グすることをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記低減されたページングサイクルを使用することを決定することが、モビリティ管理
エンティティ（ＭＭＥ）によって実行される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　ＵＥ能力情報に基づいて、前記第１のタイプの前記ＵＥが前記低減されたページングサ
イクルをサポートすることが可能であると決定することをさらに備える、Ｃ１に記載の方
法。
［Ｃ５］
　前記低減されたページングサイクルを使用するために、前記第１のタイプの前記ＵＥか
ら要求を受信することをさらに備え、ここにおいて、前記低減されたページングサイクル
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を使用することを決定することが、前記要求に少なくとも部分的に基づく、Ｃ１に記載の
方法。
［Ｃ６］
　前記第１のタイプの前記ＵＥの識別情報を決定することをさらに備え、ここにおいて、
前記低減されたページングサイクルを使用することを決定することが、前記識別情報に少
なくとも部分的に基づく、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記低減されたページングサイクルを使用することを決定することは、１つまたは複数
のアクセスポイント名（ＡＰＮ）がアクティブであることに少なくとも部分的に基づく、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記低減されたページングサイクルを使用することを決定することが、
　低レイテンシベアラの確立、または
　低レイテンシベアラ上の予想されるアクティビティのうちの少なくとも１つに少なくと
も部分的に基づく、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記低減されたページングサイクルを使用することを決定することが、前記第１のタイ
プの前記ＵＥのアクティビティまたはトラフィックのうちの少なくとも１つの履歴に少な
くとも部分的に基づく、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記第１のタイプの前記ＵＥをページングするとき、前記第１のタイプの前記ＵＥがラ
ンダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）プロシージャを実行するときに使用するためのＲＡ
ＣＨリソース識別子を与えることをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記第１のタイプの前記ＵＥをページングするとき、前記第１のタイプの前記ＵＥがア
ップリンク送信のために使用するための１つまたは複数のパラメータを与えることをさら
に備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１２］
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信の方法であって、
　低減されたページングサイクルの使用をサポートする前記ＵＥの能力をシグナリングす
ることと、前記低減されたページングサイクルが、前記低減されたページングサイクルを
サポートしない第２のタイプのＵＥによって使用されるページングサイクルに対してより
短い期間を有する、
　前記低減されたページングサイクルに従って、基地局からページを受信することとを備
える、方法。
［Ｃ１３］
　能力を前記シグナリングすることが、少なくとも部分的に、前記基地局に、前記低減さ
れたページングサイクルのサポートを示すＵＥ能力情報を送信することをさらに備える、
Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１４］
　能力を前記シグナリングすることが、少なくとも部分的に、前記基地局に、前記低減さ
れたページングサイクルを使用するための要求を送信することをさらに備える、Ｃ１２に
記載の方法。
［Ｃ１５］
　能力を前記シグナリングすることが、少なくとも部分的に、前記基地局に、前記ＵＥの
識別子を送信することをさらに備える、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記基地局に、前記低減されたページングサイクルに関連する１つまたは複数のアクセ
スポイント名（ＡＰＮ）に属する１つまたは複数のベアラ上で送信することをさらに備え
る、Ｃ１２に記載の方法。
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［Ｃ１７］
　前記基地局との低レイテンシベアラを確立することをさらに備える、Ｃ１２に記載の方
法。
［Ｃ１８］
　前記ＵＥがランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）プロシージャを実行するときに使用
するためのＲＡＣＨリソース識別子を含むページを前記基地局から受信することをさらに
備える、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前記ＵＥがアップリンク送信のために使用するための１つまたは複数のパラメータを含
むページを前記基地局から受信することをさらに備える、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ２０］
　ワイヤレス通信のための装置であって、少なくとも１つのプロセッサと、命令がその上
に記憶された、前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを備え、ここにお
いて、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　低減されたページングサイクルをサポートする第１のタイプのユーザ機器（ＵＥ）を
ページングするために、前記低減されたページングサイクルを使用することを決定するこ
とと、前記低減されたページングサイクルが、前記低減されたページングサイクルをサポ
ートしない第２のタイプのＵＥとともに使用されるページングサイクルに対してより短い
期間を有する、
　　前記低減されたページングサイクルに従って前記第１のタイプの前記ＵＥをページン
グすることとを行うように構成された、装置。
［Ｃ２１］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記第１のタイプのＵＥとともに使用される前記
低減されたページングサイクルよりも長い期間を有する別のページングサイクルに従って
、前記第２のタイプのＵＥをページングするようにさらに構成された、Ｃ２０に記載の装
置。
［Ｃ２２］
　前記低減されたページングサイクルを使用することを決定することが、モビリティ管理
エンティティ（ＭＭＥ）によって実行される、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、ＵＥ能力情報に基づいて、前記第１のタイプの前
記ＵＥが前記低減されたページングサイクルをサポートすることが可能であると決定する
ようにさらに構成された、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記低減されたページングサイクルを使用するた
めに、前記第１のタイプの前記ＵＥから要求を受信するようにさらに構成され、ここにお
いて、前記低減されたページングサイクルを使用することを決定することが、前記要求に
少なくとも部分的に基づく、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記第１のタイプの前記ＵＥの識別情報を決定す
るようにさらに構成され、ここにおいて、前記低減されたページングサイクルを使用する
ことを決定することが、前記識別情報に少なくとも部分的に基づく、Ｃ２０に記載の装置
。
［Ｃ２６］
　前記低減されたページングサイクルを使用することを決定することは、１つまたは複数
のアクセスポイント名（ＡＰＮ）がアクティブであることに少なくとも部分的に基づく、
Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記低減されたページングサイクルを使用することを決定することが、
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　低レイテンシベアラの確立、または
　低レイテンシベアラ上の予想されるアクティビティのうちの少なくとも１つに少なくと
も部分的に基づく、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記低減されたページングサイクルを使用することを決定することが、前記第１のタイ
プの前記ＵＥのアクティビティまたはトラフィックのうちの少なくとも１つの履歴に少な
くとも部分的に基づく、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＵＥをページングするとき、前記第１のタイ
プの前記ＵＥがランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）プロシージャを実行するときに使
用するためのＲＡＣＨリソース識別子を与えるようにさらに構成された、Ｃ２０に記載の
装置。
［Ｃ３０］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＵＥをページングするとき、前記第１のタイ
プの前記ＵＥがアップリンク送信のために使用するための１つまたは複数のパラメータを
与えるようにさらに構成された、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ３１］
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、少なくとも１つのプ
ロセッサと、命令がその上に記憶された、前記少なくとも１つのプロセッサに結合された
メモリとを備え、ここにおいて、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　低減されたページングサイクルの使用をサポートする前記ＵＥの能力をシグナリング
することと、前記低減されたページングサイクルが、前記低減されたページングサイクル
をサポートしない第２のタイプのＵＥによって使用されるページングサイクルに対してよ
り短い期間を有する、
　　前記低減されたページングサイクルに従って、基地局からページを受信することとを
行うように構成された、装置。
［Ｃ３２］
　能力を前記シグナリングすることが、少なくとも部分的に、前記基地局に、前記低減さ
れたページングサイクルのサポートを示すＵＥ能力情報を送信することを備える、Ｃ３１
に記載の装置。
［Ｃ３３］
　能力を前記シグナリングすることが、少なくとも部分的に、前記基地局に、前記低減さ
れたページングサイクルを使用するための要求を送信することを備える、Ｃ３１に記載の
装置。
［Ｃ３４］
　能力を前記シグナリングすることが、少なくとも部分的に、前記基地局に、前記ＵＥの
識別子を送信することを備える、Ｃ３１に記載の装置。
［Ｃ３５］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記低減されたページングサイクルに関連する１
つまたは複数のアクセスポイント名（ＡＰＮ）に属する１つまたは複数のベアラ上で送信
するようにさらに構成された、Ｃ３１に記載の装置。
［Ｃ３６］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記基地局との低レイテンシベアラを確立するよ
うにさらに構成された、Ｃ３１に記載の装置。
［Ｃ３７］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＵＥがランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ
）プロシージャを実行するときに使用するためのＲＡＣＨリソース識別子を含むページを
前記基地局から受信するようにさらに構成された、Ｃ３１に記載の装置。
［Ｃ３８］
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　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＵＥがアップリンク送信のために使用するた
めの１つまたは複数のパラメータを含むページを前記基地局から受信するようにさらに構
成された、Ｃ３１に記載の装置。
［Ｃ３９］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　低減されたページングサイクルをサポートする第１のタイプのユーザ機器（ＵＥ）をペ
ージングするために、前記低減されたページングサイクルを使用することを決定するため
の手段と、前記低減されたページングサイクルが、前記低減されたページングサイクルを
サポートしない第２のタイプのＵＥとともに使用されるページングサイクルに対してより
短い期間を有する、
　前記低減されたページングサイクルに従って前記第１のタイプの前記ＵＥをページング
するための手段とを備える、装置。
［Ｃ４０］
　前記第１のタイプのＵＥとともに使用される前記低減されたページングサイクルよりも
長い期間を有する別のページングサイクルに従って、前記第２のタイプのＵＥをページン
グするための手段をさらに備える、Ｃ３９に記載の装置。
［Ｃ４１］
　前記低減されたページングサイクルを使用することを決定することが、モビリティ管理
エンティティ（ＭＭＥ）によって実行される、Ｃ３９に記載の装置。
［Ｃ４２］
　ＵＥ能力情報に基づいて、前記第１のタイプの前記ＵＥが前記低減されたページングサ
イクルをサポートすることが可能であると決定するための手段をさらに備える、Ｃ３９に
記載の装置。
［Ｃ４３］
　前記低減されたページングサイクルを使用するために、前記第１のタイプの前記ＵＥか
ら要求を受信するための手段をさらに備え、ここにおいて、前記低減されたページングサ
イクルを使用することを決定することが、前記要求に少なくとも部分的に基づく、Ｃ３９
に記載の装置。
［Ｃ４４］
　前記第１のタイプの前記ＵＥの識別情報を決定するための手段をさらに備え、ここにお
いて、前記低減されたページングサイクルを使用することを決定することが、前記識別情
報に少なくとも部分的に基づく、Ｃ３９に記載の装置。
［Ｃ４５］
　前記低減されたページングサイクルを使用することを決定することは、１つまたは複数
のアクセスポイント名（ＡＰＮ）がアクティブであることに少なくとも部分的に基づく、
Ｃ３９に記載の装置。
［Ｃ４６］
　前記低減されたページングサイクルを使用することを決定することが、
　低レイテンシベアラの確立、または
　低レイテンシベアラ上の予想されるアクティビティのうちの少なくとも１つに少なくと
も部分的に基づく、Ｃ３９に記載の装置。
［Ｃ４７］
　前記低減されたページングサイクルを使用することを決定することが、前記第１のタイ
プの前記ＵＥのアクティビティまたはトラフィックのうちの少なくとも１つの履歴に少な
くとも部分的に基づく、Ｃ３９に記載の装置。
［Ｃ４８］
　前記第１のタイプの前記ＵＥをページングするとき、前記第１のタイプの前記ＵＥがラ
ンダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）プロシージャを実行するときに使用するためのＲＡ
ＣＨリソース識別子を与えるための手段をさらに備える、Ｃ３９に記載の装置。
［Ｃ４９］
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　前記第１のタイプの前記ＵＥをページングするとき、前記第１のタイプの前記ＵＥがア
ップリンク送信のために使用するための１つまたは複数のパラメータを与えるための手段
をさらに備える、Ｃ３９に記載の装置。
［Ｃ５０］
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　低減されたページングサイクルの使用をサポートする前記ＵＥの能力をシグナリングす
るための手段と、前記低減されたページングサイクルが、前記低減されたページングサイ
クルをサポートしない第２のタイプのＵＥによって使用されるページングサイクルに対し
てより短い期間を有する、
　前記低減されたページングサイクルに従って、基地局からページを受信するための手段
とを備える、装置。
［Ｃ５１］
　能力を前記シグナリングすることが、少なくとも部分的に、前記基地局に、前記低減さ
れたページングサイクルのサポートを示すＵＥ能力情報を送信することをさらに備える、
Ｃ５０に記載の装置。
［Ｃ５２］
　能力を前記シグナリングすることが、少なくとも部分的に、前記基地局に、前記低減さ
れたページングサイクルを使用するための要求を送信することをさらに備える、Ｃ５０に
記載の装置。
［Ｃ５３］
　能力を前記シグナリングすることが、少なくとも部分的に、前記基地局に、前記ＵＥの
識別子を送信することをさらに備える、Ｃ５０に記載の装置。
［Ｃ５４］
　前記基地局に、前記低減されたページングサイクルに関連する１つまたは複数のアクセ
スポイント名（ＡＰＮ）に属する１つまたは複数のベアラ上で送信するための手段をさら
に備える、Ｃ５０に記載の装置。
［Ｃ５５］
　前記基地局との低レイテンシベアラを確立するための手段をさらに備える、Ｃ５０に記
載の装置。
［Ｃ５６］
　前記ＵＥがランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）プロシージャを実行するときに使用
するためのＲＡＣＨリソース識別子を含むページを前記基地局から受信するための手段を
さらに備える、Ｃ５０に記載の装置。
［Ｃ５７］
　前記ＵＥがアップリンク送信のために使用するための１つまたは複数のパラメータを含
むページを前記基地局から受信するための手段をさらに備える、Ｃ５０に記載の装置。
［Ｃ５８］
　その上に記憶された命令を有する、ワイヤレス通信のための非一時的コンピュータ可読
媒体であって、前記命令は、
　低減されたページングサイクルをサポートする第１のタイプのユーザ機器（ＵＥ）をペ
ージングするために、前記低減されたページングサイクルを使用することを決定すること
と、前記低減されたページングサイクルが、前記低減されたページングサイクルをサポー
トしない第２のタイプのＵＥとともに使用されるページングサイクルに対してより短い期
間を有する、
　前記低減されたページングサイクルに従って前記第１のタイプの前記ＵＥをページング
することとを行うために１つまたは複数のプロセッサによって実行可能である、非一時的
コンピュータ可読媒体。
［Ｃ５９］
　その上に記憶された命令を有する、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための
非一時的コンピュータ可読媒体であって、前記命令は、
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　低減されたページングサイクルの使用をサポートする前記ＵＥの能力をシグナリングす
ることと、前記低減されたページングサイクルが、前記低減されたページングサイクルを
サポートしない第２のタイプのＵＥによって使用されるページングサイクルに対してより
短い期間を有する、
　前記低減されたページングサイクルに従って、基地局からページを受信することとを行
うために１つまたは複数のプロセッサによって実行可能である、非一時的コンピュータ可
読媒体。
［Ｃ６０］
　基地局によってシステム情報を伝達するための方法であって、
　エリア中のセルのグループの各セルに共通の第１のシステム情報をブロードキャストす
ることと、
　セルの前記グループ中のセル間で変動し得る第２のシステム情報をブロードキャストす
ることと、ここにおいて、前記第２のシステム情報が、前記第１のシステム情報よりも頻
繁にブロードキャストされる、を備える、方法。
［Ｃ６１］
　前記第１のシステム情報が、セルの前記グループ中の複数のセルによってブロードキャ
ストされる、Ｃ６０に記載の方法。
［Ｃ６２］
　前記第１のシステム情報が、物理マルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ）を使用してブロ
ードキャストされる、Ｃ６１に記載の方法。
［Ｃ６３］
　前記第１のシステム情報が有効である時間期間の指示を与えることをさらに備える、Ｃ
６０に記載の方法。
［Ｃ６４］
　ページングメッセージを介して、前記第１のシステム情報または前記第２のシステム情
報のうちの少なくとも１つが変化したという指示を１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）
に与えることをさらに備える、Ｃ６０に記載の方法。
［Ｃ６５］
　前記ページングメッセージは、前記第１のシステム情報または前記第２のシステム情報
のうちのいずれが変化したかを示す値を備える、Ｃ６４に記載の方法。
［Ｃ６６］
　ユーザ機器（ＵＥ）から、少なくとも前記第１のシステム情報についての要求を受信す
ることと、
　前記要求に応答して、少なくとも前記第１のシステム情報を前記ＵＥに送信することと
をさらに備える、Ｃ６０に記載の方法。
［Ｃ６７］
　ユーザ機器（ＵＥ）によってシステム情報を取得するための方法であって、
　エリア中のセルのグループの各セルに共通の第１のシステム情報のブロードキャストを
受信することと、
　セルの前記グループ中のセル間で変動し得る第２のシステム情報のブロードキャストを
受信することと、ここにおいて、前記第２のシステム情報が、前記第１のシステム情報よ
りも頻繁にブロードキャストされる、を備える、方法。
［Ｃ６８］
　前記第１のシステム情報が、セルの前記グループ中の複数のセルによってブロードキャ
ストされる、Ｃ６７に記載の方法。
［Ｃ６９］
　前記第１のシステム情報が、物理マルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ）を使用して前記
複数のセルによってブロードキャストされる、Ｃ６８に記載の方法。
［Ｃ７０］
　前記第１のシステム情報に基づいて、前記第１のシステム情報が有効である時間期間を
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決定することをさらに備える、Ｃ６７に記載の方法。
［Ｃ７１］
　前記第１のシステム情報または前記第２のシステム情報のうちの少なくとも１つが変化
したことを示すページングメッセージを受信することをさらに備える、Ｃ６７に記載の方
法。
［Ｃ７２］
　前記ページングメッセージ中に含まれる値に基づいて、前記第１のシステム情報または
前記第２のシステム情報のうちのいずれが変化したかを決定することをさらに備える、Ｃ
７１に記載の方法。
［Ｃ７３］
　基地局に、少なくとも前記第１のシステム情報についての要求を送信することと、
　前記基地局から、少なくとも前記第１のシステム情報を含む前記要求に対する応答を受
信することとをさらに備える、Ｃ６７に記載の方法。
［Ｃ７４］
　第１のセルの基地局から受信された少なくとも前記第１のシステム情報をキャッシュす
ることと、
　前記キャッシュされた第１のシステム情報と、第２のセル中で動作を実行するための前
記第２のセルの基地局から受信された第２のシステム情報とを利用することとをさらに備
える、Ｃ６７に記載の方法。
［Ｃ７５］
　基地局によってシステム情報を伝達するための装置であって、少なくとも１つのプロセ
ッサと、命令がその上に記憶された、前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモ
リとを備え、ここにおいて、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　エリア中のセルのグループの各セルに共通の第１のシステム情報をブロードキャスト
することと、
　　セルの前記グループ中のセル間で変動し得る第２のシステム情報をブロードキャスト
することと、ここにおいて、前記第２のシステム情報が、前記第１のシステム情報よりも
頻繁にブロードキャストされる、を行うように構成された、装置。
［Ｃ７６］
　前記第１のシステム情報が、セルの前記グループ中の複数のセルによってブロードキャ
ストされる、Ｃ７５に記載の装置。
［Ｃ７７］
　前記第１のシステム情報が、物理マルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ）を使用してブロ
ードキャストされる、Ｃ７６に記載の装置。
［Ｃ７８］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１のシステム情報が有効である時間期間の
指示を与えるようにさらに構成された、Ｃ７５に記載の装置。
［Ｃ７９］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、ページングメッセージを介して、前記第１のシス
テム情報または前記第２のシステム情報のうちの少なくとも１つが変化したという指示を
１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）に与えるようにさらに構成された、Ｃ７５に記載の
装置。
［Ｃ８０］
　前記ページングメッセージは、前記第１のシステム情報または前記第２のシステム情報
のうちのいずれが変化したかを示す値を備える、Ｃ７９に記載の装置。
［Ｃ８１］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　ユーザ機器（ＵＥ）から、少なくとも前記第１のシステム情報についての要求を受信す
ることと、
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　前記要求に応答して、少なくとも前記第１のシステム情報を前記ＵＥに送信することと
を行うようにさらに構成された、Ｃ７５に記載の装置。
［Ｃ８２］
　ユーザ機器（ＵＥ）によってシステム情報を取得するための装置であって、少なくとも
１つのプロセッサと、命令がその上に記憶された、前記少なくとも１つのプロセッサに結
合されたメモリとを備え、ここにおいて、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　エリア中のセルのグループの各セルに共通の第１のシステム情報のブロードキャスト
を受信することと、
　　セルの前記グループ中のセル間で変動し得る第２のシステム情報のブロードキャスト
を受信することと、ここにおいて、前記第２のシステム情報が、前記第１のシステム情報
よりも頻繁にブロードキャストされる、を行うように構成された、装置。
［Ｃ８３］
　前記第１のシステム情報が、セルの前記グループ中の複数のセルによってブロードキャ
ストされる、Ｃ８２に記載の装置。
［Ｃ８４］
　前記第１のシステム情報が、物理マルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ）を使用して前記
複数のセルによってブロードキャストされる、Ｃ８３に記載の装置。
［Ｃ８５］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１のシステム情報に基づいて、前記第１の
システム情報が有効である時間期間を決定するようにさらに構成された、Ｃ８２に記載の
装置。
［Ｃ８６］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１のシステム情報または前記第２のシステ
ム情報のうちの少なくとも１つが変化したことを示すページングメッセージを受信するよ
うにさらに構成された、Ｃ８２に記載の装置。
［Ｃ８７］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ページングメッセージ中に含まれる値に基づ
いて、前記第１のシステム情報または前記第２のシステム情報のうちのいずれが変化した
かを決定するようにさらに構成された、Ｃ８６に記載の装置。
［Ｃ８８］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　基地局に、少なくとも前記第１のシステム情報についての要求を送信することと、
　前記基地局から、少なくとも前記第１のシステム情報を含む前記要求に対する応答を受
信することとを行うようにさらに構成された、Ｃ８２に記載の装置。
［Ｃ８９］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　第１のセルの基地局から受信された少なくとも前記第１のシステム情報をキャッシュす
ることと、
　前記キャッシュされた第１のシステム情報と、第２のセル中で動作を実行するための前
記第２のセルの基地局から受信された第２のシステム情報とを利用することとを行うよう
にさらに構成された、Ｃ８２に記載の装置。
［Ｃ９０］
　基地局によってシステム情報を伝達するための装置であって、
　エリア中のセルのグループの各セルに共通の第１のシステム情報をブロードキャストす
るための手段と、
　セルの前記グループ中のセル間で変動し得る第２のシステム情報をブロードキャストす
るための手段と、ここにおいて、前記第２のシステム情報が、前記第１のシステム情報よ
りも頻繁にブロードキャストされる、を備える、装置。
［Ｃ９１］
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　前記第１のシステム情報が、セルの前記グループ中の複数のセルによってブロードキャ
ストされる、Ｃ９０に記載の装置。
［Ｃ９２］
　前記第１のシステム情報が、物理マルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ）を使用してブロ
ードキャストされる、Ｃ９１に記載の装置。
［Ｃ９３］
　前記第１のシステム情報が有効である時間期間の指示を与えるための手段をさらに備え
る、Ｃ９０に記載の装置。
［Ｃ９４］
　ページングメッセージを介して、前記第１のシステム情報または前記第２のシステム情
報のうちの少なくとも１つが変化したという指示を１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）
に与えるための手段をさらに備える、Ｃ９０に記載の装置。
［Ｃ９５］
　前記ページングメッセージは、前記第１のシステム情報または前記第２のシステム情報
のうちのいずれが変化したかを示す値を備える、Ｃ９４に記載の装置。
［Ｃ９６］
　ユーザ機器（ＵＥ）から、少なくとも前記第１のシステム情報についての要求を受信す
るための手段と、
　前記要求に応答して、少なくとも前記第１のシステム情報を前記ＵＥに送信するための
手段とをさらに備える、Ｃ９０に記載の装置。
［Ｃ９７］
　ユーザ機器（ＵＥ）によってシステム情報を取得するための装置であって、
　エリア中のセルのグループの各セルに共通の第１のシステム情報のブロードキャストを
受信するための手段と、
　セルの前記グループ中のセル間で変動し得る第２のシステム情報のブロードキャストを
受信するための手段と、ここにおいて、前記第２のシステム情報が、前記第１のシステム
情報よりも頻繁にブロードキャストされる、を備える、装置。
［Ｃ９８］
　前記第１のシステム情報が、セルの前記グループ中の複数のセルによってブロードキャ
ストされる、Ｃ９７に記載の装置。
［Ｃ９９］
　前記第１のシステム情報が、物理マルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ）を使用して前記
複数のセルによってブロードキャストされる、Ｃ９８に記載の装置。
［Ｃ１００］
　前記第１のシステム情報に基づいて、前記第１のシステム情報が有効である時間期間を
決定するための手段をさらに備える、Ｃ９７に記載の装置。
［Ｃ１０１］
　前記第１のシステム情報または前記第２のシステム情報のうちの少なくとも１つが変化
したことを示すページングメッセージを受信するための手段をさらに備える、Ｃ９７に記
載の装置。
［Ｃ１０２］
　前記ページングメッセージ中に含まれる値に基づいて、前記第１のシステム情報または
前記第２のシステム情報のうちのいずれが変化したかを決定するための手段をさらに備え
る、Ｃ１０１に記載の装置。
［Ｃ１０３］
　基地局に、少なくとも前記第１のシステム情報についての要求を送信するための手段と
、
　前記基地局から、少なくとも前記第１のシステム情報を含む前記要求に対する応答を受
信するための手段とをさらに備える、Ｃ９７に記載の装置。
［Ｃ１０４］
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　第１のセルの基地局から受信された少なくとも前記第１のシステム情報をキャッシュす
るための手段と、
　前記キャッシュされた第１のシステム情報と、第２のセル中で動作を実行するための前
記第２のセルの基地局から受信された第２のシステム情報とを利用するための手段とをさ
らに備える、Ｃ９７に記載の装置。
［Ｃ１０５］
　その上に記憶された命令を有する、基地局によってシステム情報を伝達するための非一
時的コンピュータ可読媒体であって、前記命令は、
　エリア中のセルのグループの各セルに共通の第１のシステム情報をブロードキャストす
ることと、
　セルの前記グループ中のセル間で変動し得る第２のシステム情報をブロードキャストす
ることと、ここにおいて、前記第２のシステム情報が、前記第１のシステム情報よりも頻
繁にブロードキャストされる、を行うために１つまたは複数のプロセッサによって実行可
能である、非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ１０６］
　その上に記憶された命令を有する、ユーザ機器（ＵＥ）によってシステム情報を取得す
るための非一時的コンピュータ可読媒体であって、前記命令は、
　エリア中のセルのグループの各セルに共通の第１のシステム情報のブロードキャストを
受信することと、
　セルの前記グループ中のセル間で変動し得る第２のシステム情報のブロードキャストを
受信することと、ここにおいて、前記第２のシステム情報が、前記第１のシステム情報よ
りも頻繁にブロードキャストされる、を行うために１つまたは複数のプロセッサによって
実行可能である、非一時的コンピュータ可読媒体。

【図１】 【図２】
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【図４】 【図５】
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【図６】 【図７】

【図８】 【図９】
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【図１０】 【図１１】
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